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研究要旨 妊娠中の労働内容によって妊娠の予後は異なるかどうか、および、就労妊婦に対する保健

指導上のポイントは何か・を明らかにするために調査・研究を行った。本年度は、調査の基本方針と

研究プロトコールを作成した。また、本調査の趣旨に基づいた質問票を作成するとともに、実際に調

査を開始した。調査協力施設は全国の約120施設であり、エントリー数約7250例を得た。 
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Ａ．研究目的 

近年、我が国では女性の社会進出により就

労女性が増加傾向にあり、これに伴って妊婦

の高齢化と少産傾向が顕著になっている。従

来、妊娠中の労働は妊娠に悪影響を及ぼすの

ではないかと考えられてきたが、我が国にお

いては、妊娠中の労働が妊娠予後に及ぼす影

響について全国規模で実施された調査・研究

はない。また、就労女性においては、高齢化

とそれに伴って合併症を有する割合が増加す

るため、労働そのものが妊娠に及ぼす影響に

関しては不明の点が多い。 

本研究では、妊娠中の労働内容によって妊

娠の予後は異なるかどうかを明らかにすると

ともに、就労妊婦に対する保健指導上のポイ

ントに関して検討する。 

Ｂ．研究方法 

全国規模で前方視的調査を行うことになる

ため、北海道、東北、関東(東京)、近畿(大阪)、

四国、九州地区の代表的な施設の責任者を研

究協力者として研究班を構成した。 

１）研究プロトコールの作成(別添資料 1) 

前方視的調査とし、妊娠が判明した段階で、

労働のストレスに関する質問票に自記入で回

答してもらい、エントリー症例とする。 

対象は、育児の影響についても調査できる

ように初産婦と 1 回経産婦とした。 

調査に当たっては、調査の趣旨を文書で説

明し同意を得た(別添資料 2)。 

妊娠の帰結としては、分娩例だけでなく、

流早産や死産等も対象とした(別添資料 3)。 

 



３）質問票の作成(別添資料 4) 

研究協力者である香川順先生に依頼した。

質問票の作成に当たろては、就労による労働

負荷のみならず家庭での労働負荷も考慮でき

るようにすること、また、肉体的なストレス

のみならず、精神的なストレスも定量化でき

るように配慮したものとした。 

３）調査の実施 

調査は全国規模の前方視的調査とした。調

査協力施設としては、大学病院、国公立病院、

赤十字病院等の大病院だけでなく、有床診療

所も含めたものとした。 

症例のエントリー期間は、結果の解析の期

間を考慮して、平成 11 年 9 月から平成 12 年

2 月末日までとした。 

目標症例数は 8500 例とした。 

４）結果の解析 

エントリーした症例については、妊娠の帰

結が判明した時点で、もう一度質問票の記入

を依頼するとともに、妊娠の帰結に関する報

告書を作成する。 

データはすべてコンピュータに入力し、解

析に供する。解析は、質問項目、およびその

組み合わせに基づいて基本的事項を集計する

とともに、就労に係わる諸因子の、妊娠・出

産に及ぼす影響を解析する。 

 

Ｃ．研究結果 

１）研究協力施設 

全国で 1 羽施設の協力を得た。 

２）エントリー症例数 

平成12年2月末日の時点でのエントリー数 

は約 7250 例であった。 

 

 

Ｄ．考察 

今回の調査は、これまで、我が国において

も実施されたことのない、大規模の全国調査

であり、また、調査の開始を妊娠が判明した

時点とした前方視的調査であるという特徴が

ある。さらに、今回新たに作成し用いた質問

票は、多項目にわたるものであり、詳細な解

析が可能であると思われる。 

今後は、ドロップアウトの症例をできるだ

け少なくすることへの配慮が必要と思われる。 




















































